





















































































































































































































































































































































































































































































positive 　　　　o獅?№≠狽撃魔 対照群 F値
（
df　）
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一幽一一一一一幽幽齢π一71冒
mean
（
SD）mean
（
SD）mean
（
SD）
うれしい 3．49
（
0．77） 3．51
（
0．77） 3．69
（
1．05） ＜1
（
2，125）
悲しい 4．12
（
1．03） 3．81
（
120） 3．71
（
0，99） 1．61
（
2，125）
腹がたつ 4．09
（
0．81） 3．88
（
1．03） 3．74
（
0．99） 1．51
（
2，125）
楽しい 3．33
（
0．92） 3．49
（
0．83） 3．50
（
0．94） ＜1
（
2，125）
不安な 3．14
（
1．28） 3．40
（
1．29） 3．03
（
1．26） ＜1
（
2，125）
愉快な 3．44
（
0．83） 3．63
（
0．87） 3．71
（
0．81） 1．18
（
2，125）
答全体（手続き③～⑤）に要した時間［秒］の，各群ごとの平均値と標準偏差は表9に示したとおり
であった。各群の平均値の差についての分散分析の結果，態度形成に要した時間と回答全体に要した
時間どちらにおいても，対照群のほうがpositive／negative　emotion群よりも長い時間を要したとい
う有意差が認められた。
［感情のmanipulation　check］
　被験者の感情状態についての質問したそれぞれの形容詞についての回答の平均値と標準偏差および
分散分析の結果は，表10に示したとおりであった。感情状態について群間に有意差は見られなかっ
た。
§4．考察
　情動が社会的判断におよぼす効果についての仮説［Hypo．1－A，　Hypo．1－B］については，
第2実験においても第1実験と同様の結果がみられた。第1実験と同様有意な検定結果を得ることは
できなかったため今後さらなる検討が必要である。
　情報処理時間については，仮説［Hypo．2－A，　Hypo．2－B］を支持する有意差が認められた。
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　しかしながら，感情操作manipulation　checkにおいては有意差が認められなかった。これは，感
情を測定する尺度に問題があった可能性もあるが，第2実験における感情の操作が，実際には，感情
よりも，自尊心や，フィードバックの信懸性の知覚を操作してしまっていた可能性もあることは否定
できないであろう。これも今後詳細な検討が必要である。
注1：本研究においては，明治大学大学院経営学研究科平野英一君，鈴木信幸君，同商学研究科小野譲司君
　　（いずれも1992年度），ならびに，1992年度明治大学情報科学センター設置科目「情報処理論（担当：土
　　田昭司）」に出席していた学生諸君から多大な助力をいただいた。記して感謝の意を表する。
注2：本研究の結果は，日本グループ・ダイナミックス学会第41回大会において，平野英一，鈴木信幸との
　　連名で発表した。
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